
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

              

 

 

向陽高等学校研究推進部通信 

－真理を求めて世界へ羽ばたけ 

第４６号 

平成３０年 

３月２ 

 皆さんこんにちは。月一で報告するつもりでしたが、遅れてしまいすみません。  

私の今滞在しているウェストバージニア州（以下WV 州）では、教師がストライキをして、９日間学校が休みに

なりました！これは他の州ではなかなか体験できないことなのではないかと思います。というのも、私の滞在している州は、全

米でも１，２位くらいの貧乏な州です。教師の収入も50州中、48位の低さとなっているにもかかわらず、政府（もしくは州

議会でしょうか。そこらへんがよくわかっていないのですが…）が保険の値上げを決行。あまりの理不尽さに州全体の教師が

立ち上がったそうです。他の公務員の給料は悪くはなかったため、教師の不満がより爆発したのではないかと思います。  

今回の報告は 11月から 2月までの行事についてです。11 月は、thanksgiving 休み、12月はもちろんクリスマスが大行

事です。1 月は特になし。2月はバレンタインですかね。  

Thanksgiving は一週間ほどの休みがあり、日本でいう、お盆や、お正月に似ています。特別な料理を作って家族

と一緒に過ごす、というのが基本の過ごし方です。一番興奮したのが、ブラックフライデーです。これは、この休みの木
曜夜に始まる、大セールを指します。多くの人がここでクリスマスプレゼントを買います。プリンターが 4000 円弱だったりとします

が、ブランド物の化粧品や、バッグ、多くの店が特別セールをするので、買い物好きの人にはたまらない一日ですね。買い物は

結構好きなので面白かったのですが、夜から始まるので、帰るころには、12時を回っていて、へとへとでした。  

12月は何といってもクリスマス。本物の樅のツリーを見て感動しました。友達とクッキーをつくったりするのも一つの楽しみ

です。あとは、一人ひとりのプレセントの量が半端でない所も、アメリカの子供にとっては楽しい所なのでしょう。私もたくさんも

らいました。ファミリー曰く、年齢と数は半比例するけど、価格と年齢は比例する。つまり、最年長者のプレセントは一番

高くなるといったところでしょうか。アメリカでは、家族みんなにプレセントを用意するので、成人してもプレセントはちゃんともらえ

ます。毎年たくさんのプレセントをもらってクローゼットがいっぱいにならないのだろうか、というのが私のいらぬ心配なのですが。フ

ァミリーからは、嵐のグッズをもらいました。思いがけないプレゼントに爆笑したところ、ファミリーから、あなたの会話いつも嵐に帰

結するからね。と言われました。私の本性を分かってもらうことができて嬉しかったのを覚えています。大みそかは日本ほど大き

な行事ではありません。NYのカウントダウン中継を見て過ごし、1 月 3 日から、学校が始まりました。ここからも、どこに重点を

置いているのかがわかって面白かったです。  

私にとって、冬の醍醐味は気温次第でしばしば学校が休みになることです。湿度がそこまで高くないので、雪は降りますが、

積もりません。１，２センチくらいで学校が休みになった時は得した気分でしたが、台風と同じように、どこかでその日数は埋

め合わせされます。要するに、2 か月の夏休みが、その分削られます。今回はストライキのせいで春休みまで削られています。  

 ２月はバレンタインですね。部活の資金集めでバレンタインのプレゼントデリバリーを校内でしたのですが、面白いことが

ありました。当初、最後の 7時間目の授業中に配る予定だったのが、1時間目に変更になりました。理由が、“最後に

配ったら、見せびらかす時間がないじゃないか！”でした。そう言っていた通り、バレンタイン当日の廊下は、

大きなぬいぐるみを持った人や、風船を抱えている人でいっぱいでした。見せびらかしたいって言えるのが、すごいな。

と思いました。いいですよね。こんな風に素直にズバッといえる雰囲気や、価値観をみんなが持ってい

るということが。アメリカのいいところです。  

もう留学期間の半分が過ぎてしまったとは信じられませんが、少しずつ、できる限りのことをしていきたいと思います。 

 


